
皮 膚 科

右大腿骨頸部骨折を伴ったベーチェット

氏病患者の看護

発 表 者 　 羽 木 み よ

皮 膚 科 一 同

はじめに 研究期間 1970年9月 15日-11月1日

口隆内アフタ 皮膚発疹 ブドウ膜炎 外陰部漬痔を主症状に持つベーチェツト氏病は､原因不

明 再発性で慢性経過をと~D,又､好発年令が思春期から50才代で､ブドウ摸炎を繰返すうち

に遂に失明にまで到らせ､大き走社会問題と走ってきておbます｡

十数年の経過中､本年5月危ぶまれた出産も無事終了した後ベ-チ土ツト氏病の症状悪化で加

療中､右大腿骨頭部骨折にて歩行不能になり､長期加療を余儀なくされた患者の療拳指導､機能

訓練の援助の点で､その看護のむずかし盲を感じ療養指導､機能訓練を中心にして看護したもの

を発表します｡

患者紹介

氏名 ○場○子

年令 58才 (9)

職業 なし (主掃)

入院期間 昭和45年5月10日～現在に致る｡

経済状態 中流階級

家族構成 夫 42才 (自衛隊員) 子供 7ケ月女児 (乳児鏡 )

趣味 特になし

性格 呑気であきやすく､依存心が強い

炭住歴 18才 :肩桃腺摘出術

19才 虫垂切除術

56才 子宮筋塩と診断され57才摘出術

58才 出 産

その他 流産 1回

家族歴 特になし

両親血族結婚にて共に脳卒中にて死亡

べ一チェット氏病の経過

21才 下肢に発疹

25才 口腔内アフタ ブドウ蹟炎 外尿道粘喋症 外陰部潰蕩 下腿 前腕等結節性紅斑
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にて 北大皮膚科でベー チェツト氏病と診断されス院

55才 右限失明 その後､碩滞様疫唱発作5回みられ､症状+進一過して当科に5回入院

している｡

入院後～.=R在までの経過

昭和45年5月5日 信大病院産科で女児分娩(20409)5月10日当科に転科､その後

全身浮防強度 排尿困難現われ､暮ら尿器科にて神経性傍既ストレス失禁と診断され､バ 'クpテ

ーテル留置 副交換神経興奮剤内服にて症状軽快するも5月51日ベ ットよ卯年.b椅子に腰掛け

ようとして尻もちをつき､右殿部打撲､右殿部皮下出血 橿痛 右殿部痛がみられ 6月9日レン

.トゲソ撮影にて右大腿骨頚部骨折と診断され 6月1 1日より鋼緑索引をす (重垂5Kg)

6月20日手術の為整形外科転科するも､ステロイド内服 心機能障害あり手術不可能となり､

6月25日鋼癒牽引除去 物理学療法開始 8月1日当科に転科しました.

その後車椅子に乗 った少､自軌 他動運動続行するも発熱 (570-59oC)頭痛､弦畳 関節

痛などみ られ 9月21日頚痛様発作 その後 左沢発作の前徴がみられ増悪期とのことで､症

状みながらベ ット上にて機能訓練を続け現在に到る｡

竜護の実際

名詩目標

1 機能訓練を通して歩行出来るように援助する

2.自立の精神を養うよう援助する｡

看啓上の問題点

日 通劫障害がある｡

(2)発熱 関節痛 頭痛などの症状が頻発している.

(3)病気に対する認識がない.

(4) 合併病がいくつかあるO

(5) 長期入院中であ9､子供に会えなho

(1) 運動障害があるに対 して

理由 1. 骨折している｡

2.長期臥朱による筋力低下と劫作の矧堂

具体策 1. 機能訓練の援助

2.生活指導

実施 症状により機能訓棟が中断された為､本人の意欲が減退し次第に依存心が強く在っていっ

たようです｡

そ こで､運劫指導表を作成し､それに基づき遥劫指導を行ないせしたが､あせ りのため自

分勝手に遥数量の増減をするので､日課表を作成し本人にも一部渡し(図 1参照 )無理す

ることなく自分から積建的に税能訓練に臨むように指導しましたo運動準備として､もん
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べ､バレーシューズの着用をさせました｡

視能訓練にあたり①現在の病状を知ること 一般状態の観察､血圧 眼症状等に注意

@,患側に体重をかけぬこと ③安全に留意すること(病的骨折考えられる為 )④疲労が翌

日まで残らぬこと⑤根気よく続けさすことをスタ ブフ全員に徹底させました｡

本人に意欲を持たせる為にも握力測定をし､包帯巻き､車椅子の乗降等いっしょにLをが

ら助言をしましたO

筒握力は図2の通りです｡10月50日頃よりの撞力低下の原因は皮膚症状出現と関係

があbます｡

今迄の療養態度は全て付添t,1に依存していましたが自立心を持たせる為に自分の1日の

反省や感想をノ- トにまとめさせました｡

日課表中の運動は日がたつにしたがって包帯巻きの巻数増量､みつ編みを加えて行きまし

た｡

看護者としては､億能::)魔 をするt,'Cも日常動作の一つ一つが大きく影響することを考え､

総合的を台旨力を見る為にも図5のようを日常活劫作のテストを行をいました｡一つOJ款作

をするにも次に自分が何をするか､考え行劫するよう助言しました｡

始め常に人の手をかりることが多か ったが､現在では良く整備された環境内では一人でも

困ら夜いようにをbつつあb浸す｡

(2) 発熱､頭痛､関節痛などの症状が頻発しているに対して

理由 1. ベ-チ ェット氏病の増悪期と考え られる.

2.発熱の原因が不明

具体策

(1)熱が57.5℃以上ある場合､車椅子乗降禁止

(2) 運劫前后の血圧 晩婚 一般状態の観察

実施

一般状態は図表5のように経過し､9月21日てんかん様発作､その衡艮発作前徴がみら

れ､発熱時には関節症状が伴ハました｡

口腔内アフタに対しては､ 1)ンデロンVA ローショy塗布､限症状の出現に対しては眼科

紹介､デクタン点眼とをbましたO

てんかん様発作に対しては､神経科紹介､ビダントール内服とをD､皮膚症状､関節症状En=

対 しては､消壌鎮痛剤投与Ll対症看護に準 じました｡

(a) 病気に対する認識がないに対して

理由

(I)このために調子に 乗って過変な遅効をし､発熱したbすることがあるO

(21 薬のflR用を加狭する｡
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具体策

川 主治医からの説明

(2) 英内服の確認

実施

主治医から現症について解 りやすい説明をしてもらい､患者､看護者､医師との連絡を密

に在るよう努力しました｡また付添に協力を求めました.

(41合併症がいくつかあるに対 して

理由

蹄既尖 右心室肥大等も伴発している.

具体策

ジキトチッソ､抗生剤の投与 (セボラン､カネンドマイシン)

実施

蓄尿を正確に又正しい検査成績を得る為､尿検査は導尿で行いましたo

下肢の浮塵等 一般状態の観察に留意し､他は一般葛霧に準じましたo

(5)長期入院中であ9子供に会えないに対して

理由

夫が夜間付添っている為に､子供を施設にあずけてあるので会うことが出来ない.

具体策

精神的に､はげまし､話題を多くするO

実施

本人の希望もあり､看護者が子供に面会に行き 患者に様子を伝えた｡

天からの話では納得しなかったことも第5者から聞くことにより安心 した様子でしたC,

反省及び考察

問題J5ll)の日課表に対して､名護者側は､十分説明したらも少でしたが､患者にとって､

このよう規制されることは､精神病患者にされたと思い込み､動揺し考えさせられました｡

患者からの理由をきき､原因がわかった為､再度説明することにより了解を侍ることが出

来ましたO

問題点(2)は対する血圧測定は､最初運動前､運動后.50分に測定しましたが差がほとん

ど認められず､1日1回の測定に終bました.

問題点(】x2)に対し 保温の意味と､境能訓練をし易くする為､愚幹用スt='- ド包帯を利用

Ll股開きズボンを試作しました0度者は具合は良いと云うももったいないと言 って利用

あまりされず､その為､もんぺの大きいものを求めてかわDにあてました.

この症例をとおして､本人が少 しづつではあるが､自分でやらなければいけないと自覚し

始めて来たことは大きな成果といえると思います.
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かわDに

長期療養を必要とする患者に私達看護婦も惰性的名義をしがちでありましたがこの研究を通I

して､療養指導のむつかしさを痛感すると共に､今までの看表に対する反省をする境会と恵b

りましたO

参考資料

皮層の臨床 昭和45年7月号

｢対症葛護｣第2段 阿部正和著

｢目で見る-ピ1)テージ ョン医学｣ 上田敏著

｢症例研究 と発表のしかた｣ 伊藤 篤子 安富徹著

｢覇詔計画｣ 吉武香代子著

内田けい子著

伊藤 暁子著
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Ej 課 表

6.'00

7:00

8:00

9:50

11:50

12:00

14:G0

起 床 検 温

洗 面

髪 を と か す

食 事 準 備

食 事

注 射 準 備

食 事 準 備

食 事

検 温

連 動

処 置

食 事 準 備

食 事

検 温

運 動

記 録

消 灯 準 備

消 灯

お湯 うがい用水等持 って来てもらうこと

宴をとかした後は落ちた髪などに気をつけて後始末

をする｡

前掛け テーブルの準備

食事前は手を拭 くこと

尿をしておくこと

注射している時自分が陵いたいもの等用意するO

(丑 足の屈伸連動

(診 手指の遅効

手を振 って開く運動

指の屈伸道劫

(卦 包帯巻き(2巻 )三つ編み

④ チ1)紙折b

足底

①②③④ の遥劫

車椅子にのる

モンベをはく

ソックスをはく

図 表 Ⅰ
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表

20
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日 常 生 活 動 作 テ ス ト 表

起 移居 劫動 臥位より座位- (逆)わがえbをする

作 臥位で体をずらす

車椅 劫子 作■ ベ ットから車椅子へ (逮)

腰をうかす

進む､前方､後方､曲る

食 薯の準備 後始末

事 劫 前掛けの着用

作 薬の服用

更衣 セーターを着る (脱)
丁字帯 かこし 寝衣の着用 (脱)

鈎ホックをかける (逮)
動 ソ ックスをはく ー (過)

作 キンベをはく (脱)
バレーシューズをは く (脱)

塞 歯をみがさうがいをする

容 手を洗う 顔を洗う

動 髪をとく

作 爪を切る(手指､足指 )

排 排便前後のきものの始末

させ 便器を使う

そ 身のまわ りの整理

の サイドテーブル 床頭台の整理

評 価 投 階

1 社会生活の中で他人に伍 していられるo

2 よく準博された環境内ではこまらないo

･3 pときどき他人の助けを要するがほとんど自分でできるO

図 表 町
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日 常 生 活 動 作 評 価 表

起 港 食

居移 椅 串

嬰 千動 ･動

塞 班

容 池

動 動

社会生活の中で他人に伍していられろ

よく整備された環境内では困ら在い

ときどき他人の助けを要するがほと

ど自分で出来る

つねに付添いが必要

△ 9月中旬 ● 10月上旬 010月下旬
図 表 Ⅳ



一 般 状 態 経 過 表

月 日症 状 15/1X 2-0. 27. 4/x l1 18 25 1/x.1

八 二 八

^ J ^ JN J L 八 八 ′人 吋 へ仙 ー＼ ( ノ(

-へ ､＼

＼

図 表 Ⅴ


